
Fig 1. Galaxy Zoo:3Dによるbar領域、disk領域の分類例

• 銀河のbar構造は物質を内側へ落とし、その結果radial gradientを薄めると
予想される (“radial mixing”)。

• これまでの観測では
• 空間分解出来ておらず、barの影響が(あったとしても)disk部分と平均
化されてしまう。

• bar/diskを適切に含んでおらず、正しくgradientが見積もられない。
• 空間分解した大規模bar銀河サンプル=MaNGA + Galaxy Zoo:3Dで検証する。

Bar構造は銀河内の物質分布や銀河進化にどのような影響を及ぼすのか？
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今後：
� barの規模や銀河の環境によって”radial mixing”がどう異なるか？
� Age/metallicity分布の絶対値がbarの有無によってどう異なるか？

Fig 2. bar, disk領域でのage, metallicity gradient

� Disk領域と比べてbar領域のgradientは小さい (flatter)

� radial mixingの観測的証拠であり、IFU dataの重要性を示す。

Age gradient Metallicity gradient

吸
収
線
か
ら
導
出

吸
収
線
か
ら
導
出

吸
収
線
か
ら
導
出

吸
収
線
か
ら
導
出

ス
ペ
ク
ト
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
導
出

ス
ペ
ク
ト
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
導
出

ス
ペ
ク
ト
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
導
出

ス
ペ
ク
ト
ル
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
導
出

外=古い
内=若い

外=若い
内=古い

外=古い
内=若い


